明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。
今回のテーマは家族です。
　家族が持つ福祉機能の弱体化
　一言で家族と言っても、それぞれの時代でその形態は異なります。例えば平安時代、武士の時代、そして戦前の家父長的家族制度に基づく時代。それぞれの時代で家族のもつ意味合いは現代の私たちが家族に持つイメージとはかなり異なっています。家族のありようは時代と共に変わり、これからも変わっていくものだという歴史的事実を冒頭に申し上げておきたいと思います。
　従来の福祉の考え方、すなわち家族が担う福祉機能が主で制度としての福祉はそれを補うというものは、家族のありようの変遷によって揺らいできています。例えば、夫婦共働きが稼働世帯の過半数を超えて、3分の2になろうとしている時代（少子高齢化により、女性に働いてもらわなければ労働力が維持できない。性別による役割分担モデルの衰退）、子どもの保育をどうするのか、同じ意味合いで親の介護をどうするのか、従来のモデルでは福祉機能が果たせなくなっているのははっきりしています。さらに、知的の分野の場合は40歳を超える当事者本人が、年老いた親と同居していていつまでも精神的にも経済的にも自立できないという固有の問題があります。いわゆる親亡き後の問題です。
先進国の福祉制度は国によって様々
同じ福祉と言っても先進国には様々な形態があり、日本で私たちが考えているものとはかなり違っています。エスピン・アンデルセンという人が最初に福祉レジーム（体制）論を唱えました。各国の福祉制度はそれぞれの沿革があり一概に言うと間違ってしまう危険がありますが分かりやすいのでそれを基に世界の福祉レジームを概観したいと思います。
まず、アメリカですが基本的に自立・自助努力を優先させて、福祉は最低の生活保障の役割に留めるという考え方です。医療保険を例に取れば基本的に国民は公的保険に加入できません。国民の３分の２は民間保険の加入者であり、公的保険は低所得層等の一部の人のための最低水準維持のための制度です。したがって、医療の質はお金の負担の多寡に応じる事になります。社会支出（人々の福祉水準が極端に低下した場合にそれを補うために個人や 世帯に対して財政支援や給付をする）の予算は少ない制度となっています。しかしながら皮肉なことに国民の総医療費はＧＤＰ比で世界で一番高い水準となっていますが。規制緩和・民営化が必ずしも国民負担を少なくすることにはならないという端的な例だと思います。低福祉、低負担、小さな政府でこれを自由主義レジームと言います。
一方、北欧諸国は福祉国家と言われてきました。したがって社会支出も高く高福祉・高負担、大きな政府と言えると思います。また、女性の社会進出も目覚ましく脱家族化が進んでいて日本で言えば家族が負担している福祉機能を社会に求める傾向が高いと言えます。これを社会民主主義レジームと言います。
ドイツやフランスは保守主義レジームと言われ家族の役割が高く、中福祉、中負担です。福祉財源は社会保険に多くを依存している点は我が国に似ています。
福祉制度の再構築を
さてわが国の現在の立ち位置はと言えば、保守主義から自由主義に向かう途上であり、家族主義が強い制度であるとされています。
[bookmark: _GoBack]いずれの制度を選択するのか、どういった福祉制度を求めるのかは、もちろんそれぞれの国の民意によるところだと思いますが、従来家族が果たしてきた福祉機能で出来なくなった部分をどうするのかは実は先進諸国の共通の課題となっています。国際比較が必要とされるゆえんです。紙幅が無くなりましたので、私なりの結論を述べますと、時代に応じて変わっていく家族機能の変容を受け入れた福祉制度の再構築が必要だと思います。また、先程述べました知的障がい特有の問題についても、家族機能の補完だけではなく福祉制度による社会的対応を考えなければならない時期が来ていると思うのですが。

